
キ ャ ン パ ス ニ ュ ー ス

今
出
川
校
地
で
建
設
中
の

新
校
舎
2
棟
の
館
名
が
決
定
！

「
大
学
の
国
際
化
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
推
進
事
業
」

中
間
評
価
結
果
に
つ
い
て

　
教
学
体
制
を
再
編
す
る
た
め
の
今
出
川
キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
事
業
で
、２
０
１
２
年
10
月
に
完

成
す
る
今
出
川
新
棟（
仮
称
）と
烏
丸
新
棟（
仮

称
）の
館
名
が
以
下
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
同
志
社
の
建
物
は
、同
志
社
の
歴
史
、創
立
者

新
島
襄
や
聖
書
に
由
来
す
る
言
葉
を
用
い
た
名

称
を
館
名
と
し
て
き
ま
し
た
。2
つ
の
新
し
い

建
物
が
、同
志
社
大
学
の
教
育
・
研
究
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
役
割
を
担
い
、こ
れ
ら
の
館
名
と

と
も
に
学
生
、卒
業
生
お
よ
び
教
職
員
に
末
永

く
愛
さ
れ
て
い
く
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

１
．今
出
川
新
棟（
仮
称
）

　
館
名

：

良
り
ょ
う
し
ん
か
ん

心
館

　
由
来

：

新
島
襄
は
、『
同

志
社
大
学
設
立
の
旨
意
』

（
1
8
8
8
年
11
月
）の
中

で
、「
一
国
の
良
心
と
も
謂

ふ
べ
き
人
々
を
養
成
せ

ん
」、「
所
謂
る
良
心
を
手

腕
に
運
用
す
る
の
人
物
を

出
さ
ん
事
を
勉
め
た
り
き
」

と
、同
志
社
が
行
う
教
育

に
つ
い
て
明
確
に
記
し
て
い
ま
す
。ま
た
、同
志

社
各
学
校
に
は
、「
良
心
之
全
身
二
充
満
シ
タ
ル

丈
夫
ノ
起
リ
来
ラ
ン
事
ヲ
」と
刻
ま
れ
た『
良
心

碑
』が
あ
り
、同
志
社
教
育
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

新
島
の
志
を
伝
え
て
い
ま
す
。本
学
は
、こ
の
建

学
の
精
神
を「
良
心
教
育
」と
呼
ん
で
継
承
し
て

お
り
、本
学
の
教
育
の
新
た
な
出
発
点
を
象
徴

す
る
今
出
川
新
棟（
仮
称
）の
館
名
に
、同
志
社
に

お
い
て
は
大
変
重
み
の
あ
る
言
葉
を
用
い
て「
良

心
館
」と
命
名
し
ま
し
た
。

２
．烏
丸
新
棟（
仮
称
）

　
館
名

：

志し
こ
う
か
ん

高
館

　
由
来

：

鎖
国
の

時
代
に
あ
っ
て
単

身
渡
米
し
た
新

島
襄
の
高
い「
志
」

に
よ
っ
て
誕
生
し

た
同
志
社
の
校
名

は
、文
字
通
り「
志

を
同
じ
く
す
る
者

が
集
ま
っ
て
創
る

結
社
」を
意
味
し

ま
す
。そ
の
た
め「
志
」は
、本
学
に
お
い
て
大
切

な
言
葉
と
な
っ
て
お
り
、様
々
な
場
面
に
お
い
て

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。「
志
」を
抱
い
て
同
志
社
の

門
を
く
ぐ
っ
た
学
生
の
皆
さ
ん
１
人
ひ
と
り
に

は
、キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
謳
歌
し
、学
術
の
知

識
と
、獲
得
し
た
知
識
を
社
会
に
役
立
て
る
た
め

の
知
恵
を
手
に
入
れ
て「
志
」を
高
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
願
い
を
込
め
、新
島
が
記
し
た『
同

志
社
大
学
設
立
ヲ
要
ス
ル
主
意
』（
1
8
8
2
年
）

の
文
中
の
言
葉
※
を
用
い
て「
志
高
館
」と
命
名

し
ま
し
た
。 

※「
人
生
ノ
志
操
ヲ
高
尚
ニ
シ
、精
神
ヲ
錬
磨
シ
智
力
ヲ

発
達
シ
思
考
ヲ
奥
蘊
ナ
ラ
シ
メ
、又
人
ヲ
シ
テ
己
ノ
本

分
ヲ
知
リ
人
類
ヲ
愛
シ
」

（
企
画
課
）

　
3
月
19
日
、文
部
科
学
省
が
日
本
の
大
学
の

国
際
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る「
大
学
の
国
際
化
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
推
進
事
業
※
」の
開
始
2
年
経
過
後
の
中
間

評
価
結
果
が
発
表
さ
れ
、同
事
業
に
採
択
さ
れ

た
13
大
学
中
、本
学
の
み
が
最
高
の
Ｓ
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

　
評
価
さ
れ
た
事
由
と
し
て
は
、学
内
に
設
置
し

た
、ア
ー
モ
ス
ト
、ハ
ー
バ
ー
ド
、ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
等
の
学
生
が
参
加
す
る
複
数
の
留
学
生

セ
ン
タ
ー
と
の
緊
密
か
つ
継
続
的
な
関
係
、永
続

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
を
見
据
え
た
外
国
人
教

員
の
雇
用
、大
学
の
戦
略
と
し
て
の
財
政
支
出
等

に
加
え
、計
画
当
初
の
留
学

生
受
入
数
1,
1
1
0
名
を

35
％
も
上
回
っ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、学
位

取
得
目
的
の
留
学
生
数
は
、

目
標
数
を
上
回
っ
た
も
の

の
、5
0
5
名
に
留
ま
っ
て

い
ま
す
。今
後
、世
界
の
大
学

と
伍
し
て
い
く
た
め
に
も
、

英
語
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
授
業
の
充
実
、学
習
環
境

の
整
備
を
通
じ
て
、世
界
中

か
ら
よ
り
多
く
の
優
秀
な
留

学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。加
え

て
、単
に
留
学
生
数
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、中

間
評
価
の
留
意
事
項
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

通
り
、教
室
で
の
交
流
の
み
な
ら
ず
ク
ラ
ブ
活
動

等
の
正
課
外
活
動
に
お
け
る
本
学
学
生
と
留
学

生
の
交
流
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
今
後

の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
3
年
の
事
業
終
了
ま
で
の
2
年
間
、当

初
の
目
標
数
で
あ
る「
留
学
生
数
2,
2
0
0
名
」

達
成
と
並
行
し
、留
学
生
と
の
交
流
推
進
、本
学

学
生
の
積
極
的
な
海
外
派
遣
も
含
め
、世
界
中

か
ら
多
様
な
文
化
背
景
を
持
つ
学
生
や
研
究
者

が
集
ま
り
、交
流
し
、時
に
は
衝
突
し
、そ
れ
を
乗

り
越
え
て
異
文
化
間
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
な

知
的
空
間
と
し
て
の
大
学
づ
く
り
を
目
指
し
、本

事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
旧「
国
際
化
拠
点
整
備
事
業（
グ
ロ
ー
バ
ル
30
）」

（
国
際
化
推
進
室
）

本学の国際化に向けた取り組みの概念図
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会
津
若
松
市
と
の
連
携
協
力
に

関
す
る
包
括
協
定
調
印
式

高
野
綾
さ
ん

ロ
ン
ド
ン
五
輪 

競
泳
女
子
8
0
0
ｍ
リ
レ
ー
代
表
決
定
！

　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
１
年
次
の
高
野

綾
さ
ん
が
、第
30
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会（
2
0
1
2
/
ロ
ン
ド
ン
）競
泳
女
子

8
0
0
ｍ
リ
レ
ー（
2
0
0
ｍ

自
由
形
×
４
選
手
）の
代
表

選
手
に
決
定
し
た
。

　
高
野
さ
ん
は
４
月
４
日
、

東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場
で

行
わ
れ
た
第
88
回
日
本
選
手

権
水
泳
競
技
大
会 

兼 

第
30

回
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
代
表
選
手
選
考

会（JA
P
A

N
 S

W
IM

2
0
1
2
）の
女
子

2
0
0
ｍ
自
由
形
に
出
場
し
、1
分
59
秒
46

で
4
位
に
入
賞
。メ
ド
レ
ー
の
メ
ン
バ
ー
と

な
る
上
位
４
名
の
合
計
タ
イ
ム
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
派
遣
標
準
記
録
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、見
事
代
表
の
座
を
つ
か
ん
だ
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
世
界
大
会
の
中
で
も

特
別
な
舞
台
。そ
こ
に
立
つ
こ
と
は
、水
泳

を
始
め
た
小
学
校
の
頃
か
ら

の
夢
だ
っ
た
と
い
う
。外
国
人

選
手
と
比
べ
、体
格
も
パ
ワ
ー

も
日
本
人
が
不
利
な
の
は
否

め
な
い
た
め
、泳
ぎ
の
技
術
で

勝
つ
し
か
な
い
。後
半
の
追
い

上
げ
を
得
意
と
す
る
高
野
さ

ん
に
と
っ
て
、ラ
イ
バ
ル
が
疲

れ
て
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
た
時
に
追
い
抜

け
る
か
が
勝
負
ど
こ
ろ
と
な
る
。

◆

◆

◆

　

　

　
代
表
決
定
後
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
意
気

込
み
を
聞
い
た
。

　「
公
式
戦
で
の
リ
レ
ー
の
経
験
は
ほ
と
ん

ど
な
い
た
め
、引
き
継
ぎ
な
ど
の
リ
レ
ー
特

有
の
技
術
は
、４
月
中
旬
か
ら
始
ま
る
代
表

合
宿
で
マ
ス
タ
ー
し
ま
す
。さ
ら
に
、自
己
ベ

ス
ト
タ
イ
ム
を
1.5
秒
縮
め
る
こ
と
が
目
標
で

す
。不
思
議
な
こ
と
に
、同
じ
力
で
泳
い
で
い

る
は
ず
な
の
に
、個
人
競
技
に
比
べ
て
リ
レ
ー

で
泳
ぐ
方
が
、好
タ
イ
ム
が
出
る
ん
で
す
。個

人
競
技
な
ら
調
子
が
悪
け
れ
ば
あ
き
ら
め
て

も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
が
、チ
ー
ム
で
競
技
す

る
以
上
、自
分
が
足
を
引
っ
張
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。次
に
つ
な
が
な
け
れ
ば
と
い
う

強
い
思
い
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
の
で
す
ね
。

昨
年
の
世
界
水
泳
選
手
権
大
会
で
日
本
は
９

位
で
し
た
。決
勝
進
出
ラ
イ
ン
は
競
合
国
が

多
く
混
戦
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、何
と
か
決
勝
に
進
出
で
き

る
よ
う
、最
後
ま
で
あ
き
ら
め

ず
に
泳
ぎ
き
り
た
い
で
す
。」

◆

◆

◆

　

　
高
野
さ
ん
が
登
場
す
る
女

子
8
0
0
ｍ
リ
レ
ー
は
８
月
１

日
に
行
わ
れ
る
。

　
3
月
21
日
、学
校
法

人 

同
志
社
と
福
島
県

会
津
若
松
市
は
連
携
協

力
に
関
す
る
包
括
協
定

調
印
式
を
同
志
社
大
学

で
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
包
括
協
定
は
、会
津
若
松
市
出
身
で
あ

る
山
本
覚
馬
・
新
島
八
重
兄
妹
が
同
志
社
の
創

立
・
発
展
に
深
く
関
わ
っ
た
こ
と
に
ち
な
み
、教

育
・
観
光
・
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
等
の
分
野
で
相
互

に
協
力
し
、地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
交
流
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。包
括

協
定
調
印
式
に
出
席
し
た
八
田
英
二
同
志
社
理

事
長
は「
調
印
を
機
に
様
々
な
交
流
を
行
っ
て
い

き
た
い
」、室
井
照
平
会
津
若
松
市
長
は「
新
島
八

重
の
資
料
は
あ
ま
り
残
っ
て
お
ら
ず
、協
力
を
あ

お
ぎ
た
い
」と
述
べ
ら
れ
、今
後
の
連
携
協
力
に

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

（
広
報
課
）

同
志
社
大
学
の
募
金
事
業

　
本
学
で
は
、か
ね
て
か
ら
ご
父
母
、教
職
員
は
も

と
よ
り
広
く
社
会
全
般
に
向
け
て
募
金
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
研
究

環
境
の
再
整
備
を
目
的
と
し
た「
今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス
新
校
舎
建
設
資
金
募
金
」、教
育
研
究
活
動

を
展
開
す
る
施
設
設
備
の
整
備
を
目
的
と
し
た

「
教
育
研
究
施
設
等
整
備
募
金
」、経
済
的
困
窮
に

苦
し
む
学
生
を
支
え
る
特
定
寄
付
奨
学
金
制
度

の
資
金
に
充
て
る「
奨
学
金
資
金
募
金
」、次
代
を

拓
く
情
報
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る「
同

志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ポ
ー
ト

募
金
」事
業
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
て
ご
父

母
、卒
業
生
、法
人
、教
職
員
な
ど
多
方
面
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、集
ま
っ
た
資
金
を
活
用
し
て

所
期
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
も
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
の
賜
物
と
、厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。2
0
1
1
年
度
の
募
金
事
業

の
実
績
に
つ
い
て
、次
の
通
り
ご
報
告
し
ま
す
。

撮
影

：

山
崎
美
春
さ
ん（
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ム
編
集
局
）

2011年度　募金事業実績報告書（2011年4月～2012年3月入金分）

教育研究施設等
整備資金募金

今出川キャンパス
新校舎建設資金募金

在学生父母

在学生父母

在学生父母

343件

1件

286件

211件

55件

2件

17件

24件

50件

4件

578件

106件

6件

303件

18,542,500円

10,000円

12,766,500円

102,184,000円

5,829,435円

4,200,000円

666,434円

928,000円

5,390,000円

106,000円

121,654,500円

11,229,435円

4,306,000円

13,432,934円

卒業生、一般、法人

卒業生、一般、法人

卒業生、一般、法人

卒業生、一般、法人

計

計

計

計

教職員

教職員

教職員

奨学金資金募金

同志社ローム記念館
プロジェクト・
サポート募金

2011年度に実施した多目的ホール改修工事を行うなど、施設整備
資金として活用。
■建設事業の詳細は、学校法人同志社発行「事業報告書2011」

（同志社大学2011年度の事業実績）に記載しています。

2011年度に実施した今出川キャンパスおよび烏丸キャンパスの
建設工事のための資金として活用。詳しくはホームページ

（http://www.doshisha.ac.jp/granddesign/index.html）を
ご覧ください。

2011年度に実施した特定寄付奨学金給付の資金として活用。
給付件数35件、給付総額10,500千円
残額は2012年度の同奨学金資金として繰越。

2011年度に実施した同志社ローム記念館プロジェクト（教職
員、学生、生徒と産・官・学・地域の連携によるプロジェクト）の
支援資金として活用。

募金事業 寄付件数および金額 使　途
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脳
科
学
研
究
科
で
研
究
拠
点
形
成

事
業（C

ore-to-C
ore Program

）

（
日
本
学
術
振
興
会
）が
ス
タ
ー
ト

同
志
社
総
長
賞
表
彰
式

　
大
学
院
脳
科
学
研
究
科
は
、平
成
24
年
度
先

端
研
究
拠
点
形
成
事
業「
Ａ
．先
端
拠
点
形
成
型
」

に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、独
立
行
政

法
人
日
本
学
術
振
興
会
が
、日
本
で
先
端
的
か
つ

国
際
的
に
重
要
と
認
め
ら
れ
る
研
究
課
題
を
実

施
す
る
大
学
院
研
究
科
等
と
世
界
各
国
の
研
究

機
関
を
つ
な
ぎ
、持
続
的
な
協
力
関
係
を
確
立
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。本

研
究
科
は
、こ
の
事
業
を
通
じ
て
、神
経
シ
ナ
プ
ス

生
理
学
の
世
界
的
水
準
を
有
す
る
研
究
教
育
拠

点
の
構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、次
世
代
の
中
核

を
担
う
若
手
研
究
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
神
経
シ
ナ
プ
ス
生
理
学
拠
点（
代
表

：

高
橋
智

幸
教
授
）は
、神
経
シ
ナ
プ
ス
に
お
け
る
神
経
ど

う
し
の
情
報
伝
達
メ
カ
ニ
ズ
ム
、特
に
未
解
明
の

部
分
が
多
い
シ
ナ
プ
ス
前
終
末
の
動
的
特
性
の

解
明
と
そ
の
分
子
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

拠
点
形
成
に
加
わ
る
国
外
研
究
機
関
は
、ド
イ
ツ

の
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
協
会
／
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大

学
、イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
大
学
、フ
ラ
ン
ス
の
パ

リ
第
5
大
学
で
す
。日
本
側
は
本
学
の
他
に
理
化

学
研
究
所
脳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、自
然
科
学
研

究
機
構
生
理
学
研
究
所
が
参
加
し
ま
す
。

（
脳
科
学
研
究
科
事
務
室
）

会
、
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
等
で
入

賞
を
果
た
し
た

優
秀
な
学
生
、

生
徒
、
児
童
又

は
園
児
に
対
し

て
、総
長
が
こ
れ

を
顕
彰
す
る
こ

と
を
目
的
と
し

て
2
0
0
3
年

度
か
ら
設
け
ら

れ
た
賞
で
あ
る
。

2
0
1
1
年
度
は
、大
学
長
か
ら
の
推
薦
で
個

人
6
名
と
１
グ
ル
ー
プ（
4
名
）の
受
賞
者
を
決

定
し
、3
月
31
日
に
神
学
館
礼
拝
堂
で
表
彰
式

を
執
り
行
っ
た
。ま
ず
、大
谷
實
総
長
の
式
辞
が

あ
り
、続
い
て
受
賞
者
に
表
彰
状
と
副
賞
が
贈

ら
れ
、最
後
に
、八
田
英
二
理
事
長
が
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
、閉
会
し
た
。

〈
受
賞
者
一
覧
〉

・
7
人
制
ラ
グ
ビ
ーH

S
B
C

セ
ブ
ン
ズ
ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
会
シ
ー
ル
ド
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
優
勝
　
正
海
智
大
さ
ん（
法
学
部
）

・柔
道
2
0
1
1
年
韓
国
ジ
ュ
ニ
ア
国
際
大
会
男

子
　
kg
級
第
3
位
　
内
村
将
大
さ
ん（
法
学
部
）

・2
0
1
1
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ

U.
S.
オ
ー
プ
ン
ソ
ロ
第
２
位
　
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
第
３
位
　
大
西
春
菜
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
健

康
科
学
部
）

・IR
B

ジ
ュ
ニ
ア
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
ト
ロ

フ
ィ
ー
2
0
1
1
準
優
勝
　
ア
ジ
ア
ラ
グ
ビ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
U
20
男
子
15

人
制
優
勝
　
北
川
賢
吾
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
健
康

科
学
部
）

・第
10
回
ア
ジ
ア
シ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会

女
子
組
手
　
kg
級
準
優
勝
　
大
野
ひ
か
る
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
）

・第
10
回
ア
ジ
ア
シ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会

女
子
団
体
形
優
勝
　
柏
岡
鈴
香
さ
ん（
ス
ポ
ー

ツ
健
康
科
学
部
）

・IT

コ
ン
テ
ス
ト「Im

ag
ine C

up

」日
本
大
会

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
デ
ザ
イ
ン
部
門
優
勝
　
同
志
社

大
学
チ
ー
ムM

I
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今
井
祐
介
さ
ん（
工
学
研

究
科
）・
石
川
勇
樹
さ
ん（
工
学
研
究
科
）・
田
中

志
樹
さ
ん（
経
済
学
部
）・
今
入
康
友
さ
ん（
理
工

学
部
）

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
が
、今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
大
い
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、さ
ら

に
精
進
を
重
ね
ら
れ
、創
立
者
新
島
襄
が
望
ん

だ
知
育
、体
育
、徳
育
と
も
に
優
れ
た「
良
心
の
充

満
し
た
」立
派
な
同
志
社
人
に
成
長
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

（
法
人
事
務
室
）

　
同
志
社
総
長
賞
は
本
法
人
に
お
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
お
よ
び
文
化
活
動
の
国
際
大

「
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
―
若
草
萌
え
て
―
」

　
２
０
１
２
年
度
春
学
期
の
企
画
展
は
、「
同
志

社
ス
ポ
ー
ツ
―
若
草
萌
え
て
―
」と
題
し
、大
学

体
育
会
に
属
す
る
50
の
ク
ラ
ブ
の
現
在
を
資
料

に
よ
っ
て
展
観
し
ま
す
。課
外
活
動
で
あ
る
体

育
会
各
ク
ラ
ブ
は
、１
８
９
１（
明
治
11
）年
に

創
部
さ
れ
た
端
艇
部（
現
ボ
ー
ト
部
）と
野
球
部

（
現
硬
式
野
球
部
）を
は
じ
め
と
し
、１
２
０
年

66

第
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回

N
e
e
s
i

m
a
   R
o
o
m
企
画
展
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な
お
、奨
学
金
資
金
募
金
で
は
3
月
末
ま
で

に
、卒
業
生
お
よ
び
教
職
員
の
方
々
か
ら
以
下
の

通
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
2
0
1
1
年
度
協
力
者
ご
芳
名

　（
2
0
1
2
年
2
月
～
3
月
申
込
分
　
順
不
同
　
敬
称
略
）

【
卒
業
生
、ご
父
母
、一
般
、教
職
員
】

※
教
育
研
究
施
設
等
整
備
資
金
募
金
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ポ
ー

ト
募
金
の
ご
芳
名
に
つ
き
ま
し
て
は
、別
途
芳
名
録
を
作
成
し

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
々
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
個
人
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
ご
寄
付

を
募
る
こ
と
を
目
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

募
金
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。皆
さ
ま
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

U
RL

　h
ttps://bokin.dosh

ish
a.ed.jp

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
募
金
で
は
以
下
の
払
込

方
法
を
ご
選
択
い
た
だ
け
ま
す
。 

1 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

2 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

3 

口
座
振
替

 

　
こ
れ
ら
の
募
金
事
業
に
つ
い
て
は
、本
年
度

以
降
も
社
会
各
界
に
対
し
て
継
続
的
に
呼
び
か

け
を
行
い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
資
金
課
）

5
0
、0
0
0
円

1
0
、0
0
0
円

5
、0
0
0
円

ご
芳
名
の
み

塚
村 

康
志

石
田 

修
一

山
中 

光
太
郎

岩
本 
憲
彦

和
田 
忠
夫

広
田 

知
大

永
原 

裕
大

北
山 

繁
樹
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